
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 



 



 1 

 
 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 健全で効率的・効果的な行財政

運営と市民満足度の高い豊か

な地域社会の形成に向けた取

組の戦略的な推進 

 

【要望内容】 

①税制改正など本市を取り巻く

環境の変化を的確に捉え、健全

な財政に配慮しつつ、将来のま

ちづくりに向けた予算を確保

すること。また、予算編成では、

限られた財源を効果的に配分

し、第７次総合計画・後期実践

計画を積極的に推進すること。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

・将来予想される歳入減を見据え、行財政改革の推進と施策の選択と集中により、

引き続き無駄を排除した予算編成とする。 

・市債残高を確実に減らし、基金残高を確保することにより、財務体質を強化す

る。 

・普通建設事業費は、限られた財源の中でも３００億円以上を確保し、将来のま

ちづくりに向けた基盤整備を着実に進めていく。 

・重点戦略プログラムを始めとする後期実践計画事業の着実な推進を図っていくた

め、実践計画ローリングを実施しており、その結果を踏まえ、限られた財源を効果

的に配分し、必要な事業費を優先的に確保していく。 

（企画政策部 財政課、企画課） 

 

 

 



 2 

 

 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 活力ある都市として発展して

いくための都市基盤整備の推

進 

 

【要望内容】 

①本市の玄関口となる豊田市駅

前の賑わい等の創出を図るた

め、豊田市駅東口駅前広場の拡

張整備について、都市計画決定

に向けた準備調整を早急に進

めること。 

 

 

 

 

 

 

 

②中央公園第２期整備について、

都市計画決定に向けた準備調整

を早急に進めること。 

 

 

 

 

 

 

① 

・豊田市駅東口駅前広場の拡張整備については、現在策定を進めている（仮）都心環

境計画において位置付けしている。 

・（仮）都心環境計画の策定にあたっては、関係者ヒアリングや市民アンケート等を

活用した有識者会議の手法により、市民合意形成を図りつつ進めており、東口駅前

広場の都市計画決定に向けた市民への説明や関係機関との協議調整は、既に始めて

いる。 

・平成２７年度は、交通広場・駅前広場・道路網の検討を行い、都市計画（案）の作

成を行う。 

（都市整備部 都市整備課、企画政策部 都市計画課） 

 

 

 

 

② 

・中央公園については、環境モデル都市の都心のシンボル施設となる重要な空間であ

ると考えており、矢作川と一体となった、人が集う魅力ある空間を確保するよう検

討を進めている。 

・平成２７年度は、コンセプトについて市民との合意形成が図れるように努めていく。 

（都市整備部 公園課、企画政策部 都市計画課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・都心環境計画推進費（７５百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中央公園第二期整備費 

（６百万円） 

 

 



 3 

 

 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 迅速かつ効果的な情報発信の

推進 

 

【要望内容】 

①市政情報の発信について、市民

ニーズの把握に努め、広報とよ

たとの関係を考慮しつつ、ＩＣ

Ｔを活用した迅速かつ効果的

な情報発信の充実を図ること。 

 

 

 

 

 

②都市としての本市の魅力が市

内外に効果的に発信されるよう、

シティプロモーションを戦略的

に推進すること。 

 

 

 

 

① 

・市民ニーズを把握するため、Ｅモニター、オープンアンケート、広報モニター

などを活用している。また、平成２６年度は「情報取得に関する市民意識調査」

を行った。これらを踏まえ、平成２７年７月に市ホームページを更新するととも

に、携帯電話、スマートフォン、タブレット端末などのモバイル端末についても最

適化された表示となるようにするなど、紙媒体である広報とよたに加え、多様な

市民の利用ニーズに合わせた情報発信に努めていく。 

・また、フェイスブック等ソーシャルメディアを利用した情報発信についても、広く

市民に活用されるよう各分野別に発信しており、引き続き取り組んでいく。 

（経営戦略室 市政発信課） 

 

 

② 

・２０歳代、３０歳代の子育て世帯が市外へ転出する傾向にあることから、子育

て世代をターゲットに絞った「定住促進プロモーション」を実施する。平成２

７年３月を目途に、豊田市の住みよさ・魅力を伝える小冊子とウェブサイトを

制作し、平成２７年度はこれらを活用して市内外の子育て世代に向けて戦略的

なシティプロモーションを展開していく。 

（経営戦略室 市政発信課） 

 

 

 

 

 

 

・市政モニター費   （１百万円） 

・ホームページ管理運営費 

（４０百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・広報活動推進費   （１百万円） 

 



 4 

 

 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 再生可能エネルギーの活用

の推進 

 

【要望内容】 

①地域固有の資源である再生可

能エネルギーの活用により地

域特性を活かしたエネルギー

の地産地消を推進し、市民生活

の向上、市民経済の発展及び地

域の活性化に資するよう積極

的に推進すること。 

 

 

 

 

① 

・公共施設や民間施設の屋根や遊休地を活用した地元事業者による再生可能エネ

ルギーの導入を促進し、地域の活性化を図りながら低炭素社会の構築を推進す

る。また、補助金、減税、エコポイントを組み合わせ、再生可能エネルギーを

効率よく活用できるスマートハウスの整備を促進する。 

・再生可能エネルギーセンターにおいて市民や地元事業者からの再生可能エネル

ギー導入の相談や普及講座等を実施し、地域特性に応じた普及を促進する。 

・大学等と連携し、地域の小水力を活用した発電システム導入について実践的に

学べる講座の開催など地域主体の再生可能エネルギー導入と活用を支援して

いく。 

・送電線の容量不足等により、再生可能エネルギーの導入促進が困難な中山間地にお

ける課題に対応するための事業を具体化していく。 

（企画政策部 環境モデル都市推進課） 

 

 

 

 

 

・再生可能エネルギー普及促進費 

           （２０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 今後の自治体経営を担う人

材の確保に向けた戦略的な

取組の推進 

 

【要望内容】 

①退職者及び採用者の増加によ

り市職員の年齢構成が大きく

変化する中、今後の自治体経営

を担う人材の確保は急務であ

る。特に、近い将来、本市にお

いても公共施設の建替え需要

の発生等が見込まれることか

ら、技術系職員の確保について

積極的かつ戦略的に取り組む

こと。 

 

  

 

 

 

 

 

 

① 

・平成２７年度は民間企業の説明会開始日や採用試験実施日が今年度に比べて

３、４か月遅くなるとともに、採用活動期間が短期間化されることが想定され

ており、本市としても今まで以上に積極的、効果的な採用活動及び採用試験を

展開する必要があると認識している。 

・技術系職員の確保については、大学訪問を強化するとともに、合同企業説明会

へ参加し、これらを通して豊田市に興味を持った学生に対して、採用試験日ま

での間において、独自開催の説明会等による情報発信の機会を設けて受験につ

なげるよう努める。 

                           （総務部 人事課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＲ関連事業費   （５百万円） 

・試験実施関連事業費 （８百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 外国人来訪者の受け入れ環

境の整備 

 

【要望内容】 

①環境モデル都市としての本市

の取組が国内外から高い評価

を受ける中、姉妹都市提携 15

周年を契機としたダービーシ

ャーとの交流事業やラグビー

ワールドカップ2019の開催都

市への立候補、さらには東京オ

リンピック・パラリンピックの

開催などを踏まえ、公衆無線

LAN を整備し、外国人来訪者

の受け入れ体制を整備するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

①  

・都市の国際化を進めるためには、訪日外国人の利用が想定される施設などを中

心に、一定の環境整備が必要と認識しており、平成２７年度は、豊田市美術館

などでの無料公衆Ｗｉ-Ｆｉの整備を検討する。 

・現在、公衆無線ＬＡＮに関する取組や技術は、大きく変化している。例えば、

１２月に大手Ｗｉ-Ｆｉ事業者を中心とした、訪日外国人向け無料Ｗｉ-Ｆｉ接

続サービス「ＴＲＡＶＥＬ ＪＡＰＡＮ Ｗｉ－Ｆｉ」の試行がスタートした。

これは、アプリをダウンロードすることで、全国２０万以上のＷｉ-Ｆｉスポッ

トが利用できるサービスである。２０１５年７月以降の本格実施を目指すとさ

れており、こうした動向を注視していく。 

（企画政策部 企画課） 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画事業調整費 

（３百万円） 

 



 7 

 

 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

企画総務部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【企画総務部会】 

 

【要望事項】 

 マイナンバー制度の導入に

よる市民サービスの向上 

 

【要望内容】 

①マイナンバー制度が導入され

る。市民の利便性を高めるため

の番号カードを活用した新た

な市民サービス制度を構築す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

・個人番号カードを活用した新たなサービスとして、平成２８年度中にコンビニ

エンスストアでの証明書等（住民票、印鑑証明書等）の交付を実施するため、

平成２７年度から導入に向けた環境整備を行う。 

・また、国の動向を注視しながら、他の個人番号カードの利活用についても引き

続き検討をする。 

                （総務部 行政改革推進課） 

 

 

 

 

 

 

【参考事項】 

・コンビニエンスストアにおける証明

書交付推進費 

（市民福祉部市民課：２３百万円） 

  

 



 8 

 

 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【生活社会部会】 

 

【要望事項】 

 市民が安全で安心できるま

ちづくりの推進 

 

【要望内容】 

①国県から公表された南海トラ

フ地震の被害予測を踏まえ、豊

田市に特化した防災・減災対策

にかかる予算を積極的に確保

すること。 

 

 

① 

・平成２６年度に取りまとめる豊田市独自の被害予測結果を踏まえ、今後の災害

対策を進めるための行動計画の策定を実施する。 

 

・南海トラフ地震の震度想定や液状化危険度等を周知し、市民や地域での防災減

災対策を推進するため、新たな地震ハザードマップを作成する。 

 

・防災マップづくりを通して住民自らが危険箇所等の把握や避難経路の見直し等の支援を

するため補助制度を延長し、地域住民の防災意識の向上と自主防災会の活動支援

を進める。 

 

・避難者対応のため、災害時要援護者にも配慮しながら、アルファ化米等の食料、

水、資機材等の備蓄の充実を図っていく。 

                        （社会部 防災対策課） 

 

・老朽化した中部第１ポンプ場は耐震機能を有しておらず廃止するため、中部第

１ポンプ場の能力を第３ポンプ場に移設することで更新と同時に耐震対策を

行い、平成３０年度の完了を目指し進めていく。 

 

・公共下水道雨水管路のうち緊急輸送道路や避難路等に埋設された重要な路線に

ついての調査を平成２５年度に終え、耐震補強が必要な路線は約８．８キロメ

ートルとなり、平成２６年度は梅坪１号雨水幹線全長約１．３キロメートルの

うち約０．６キロメートルの実施設計委託を発注し、平成２７年度から平成３

０年度の４か年で耐震補強工事を進めていく。 

                          （建設部 河川課） 

 

（次ページへ続く） 

 

 

・危機管理体制調査費 （８百万円） 

 

 

・ハザードマップ作成費 

          （１１百万円） 

 

・防災マップ共働作成支援補助金 

          （３１百万円） 

 

 

・緊急生活物資備蓄対策費 

          （２２百万円） 

 

 

・中部第３ポンプ場増設工事 

（３４０百万円） 

 

 

・梅坪１号雨水幹線耐震補強工事 

（１６２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 ・主な被災対象となる昭和５６年以前に建てられた木造住宅について、耐震診断

や耐震改修等補助事業により耐震対策を進めていく。また、災害時に緊急輸送

道路を閉塞する恐れのある沿道建築物を調査する。 

（都市整備部 建築相談課） 

 

 

 

 

（水道事業） 

・「水道施設耐震化プラン」に基づき、設定した２０施設の耐震化を進め災害に

強い上水道基盤の構築を促進する。 

・水道管については、主要な配水場などの水道施設を結ぶ基幹管路を強化するほ

か、「災害拠点病院」などの医療機関へ優先的に耐震管を布設する。 

・布設後４０年を超えた老朽管（経年管）は、布設年数、水道管の継手等の材質

により経年管整備計画で順位付けを行い、耐震管を布設する。 

・大規模地震等に備えるため場内管路の耐震化、緊急遮断弁及びポンプ駆動用エ

ンジン設備等の整備を継続して行っていく。 

・足助地区の災害時の給水拠点となる設備として応急給水施設の整備を進めてい

く。 

（上下水道局 水道整備課、水道維持課、上水運用センター、地域水道課） 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く） 

・耐震診断費    （１９百万円） 

・耐震補強工事費等補助金 

（９５百万円） 

・民間非木造建築物耐震化補助金 

（１０百万円） 

・沿道建築物調査費 

（１２百万円 新規） 

 

 

・送配水施設の耐震化設計業務委託 

  (２５百万円) 

・基幹管路の耐震化事業 

県水送水管更新同調事業及び水道管

新設        (９７２百万円) 

・災害拠点病院などへの管路耐震化事

業       （２６５百万円） 

・経年管整備事業 （６２６百万円） 

・足助地区水道管延伸事業 

  (６１５百万円) 

・中切水源配水場場内管路耐震化事業 

 （１６０百万円） 

・緊急遮断弁制御盤更新事業 

          （１５百万円） 

・ポンプ駆動用エンジン整備事業 

（２９百万円） 

・災害拠点給水設備整備事業 

（５百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

  

（下水道事業） 

・防災・安全交付金を活用して、「下水道総合地震対策計画」に基づき、耐震補

強事業を着実に実施する。 

（上下水道局 下水道建設課） 

 

 

 

・自治区、民生委員、自主防災会、地域包括支援センター等の避難支援関係者に

避難行動要支援者の同意者名簿を提供し、この名簿を活用して「個別支援台帳」

を作成するなど、地域の助け合いで避難支援が受けられるよう支援していく。 

                      （市民福祉部 地域福祉課） 

 

 

・桝塚１号汚水幹線ほか５路線耐震補

強事業      （４９百万円） 

              

 

 

 

・避難行動要支援者対策費 

           （１百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

②犯罪抑止に繋がる防犯カメラ

設置の支援拡大に努めるとと

もに、交番の新規設置や警察官

の増員など積極的に働きかけ

ること。また、犯罪のないまち

づくりを推進するため自主防

犯活動団体と連携して、防犯パ

トロールを継続すること。 

 

 

② 

・市営駐輪場や公園などの公共施設に防犯カメラを設置し、施設及び周辺地域の

犯罪の抑止につなげる。 

・防犯カメラ設置のための補助金予算を前年度当初よりも拡大して確保し、自治

区や駐車場所有者等のニーズに充分応えられるようにすることで、安全で安心

して生活することができる地域社会の実現を図る。 

・例年「警察力強化の要望書」を警察本部に提出しており、その中で負担人口の

軽減を図るための警察官の増員や交番の適正配置などの施設整備の拡充を要

望する。 

・平成２７年に予定されている豊田警察署庁舎の建替え及び警察官増員の着実な

実施と、併せて、社会基盤の整備が進む中、地域の実情に即した交番の設置な

ど、今後も警察力強化に向けた要望を行っていく。     

・自主防犯活動団体による防犯パトロール等の活動を活発化させるため、防犯リ

ーダー養成講座を開講し、地域における防犯リーダーの育成を図るとともに、

活動用物品の提供を行うなど、自主防犯活動団体に対する支援を継続的に行

う。 

・また、地域安全指導員（警察官ＯＢ）や民間警備会社による巡回パトロール 

 を実施する。 

（社会部 交通安全防犯課） 

 

 

・防犯環境整備費  （１０百万円） 

           

・防犯設備整備費補助金  

（３５百万円） 

 

・犯罪のないまちづくり活動支援費 

          （６５百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

③交通事故防止対策のため地域

要望や事故実態を踏まえた交

通安全施設の整備や高齢者等

の交通事故防止対策にかかる

予算を積極的に確保すること。 

 

③ 

・自治区要望に基づく交通安全施設整備を引き続き進めていく。 

・事故多発の危険箇所や重大事故の発生箇所については、再発防止に向けた迅速

な対応に努める。 

・交通安全施設整備に当たっては、高齢者や障がい者の通行等に配慮した手法を

検討していく。 

・高齢者の交通事故防止対策として、「高齢者交通安全防犯世帯訪問事業」を対

象年齢を一部引き下げて実施する。 

（社会部 交通安全防犯課） 

 

 

 

・交通安全施設整備費 

（１１７百万円） 

 

 

 

・高齢者交通安全費 （１２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【生活社会部会】 

 

【要望事項】 

 地域の活性化を図る過疎・定

住対策の促進 

 

【要望内容】 

①昨年組織化した「暮らし満足都

市推進本部」を中心に過疎・定

住対策を総合的に推進するこ

と。 

 

 

 

 

 

②民間業界と連携し、空き家や空

き地の積極的な活用を図る等

定住施策予算を積極的に確保

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

・交流、生業、定住の視点から、都市と農山村の双方が、互いの豊かさを実感で

きる取組を実現していく。また、市町村合併後１０年間の取組の振り返りを踏

まえつつ、過疎・定住に関する総合的な施策を「暮らし満足都市推進本部」を

中心に検討し、整理していく。 

                     （企画政策部 企画課） 

 

 

 

② 

・空き家情報バンク制度の成約件数は数値目標を立て、取組を実施していく。 

・空き家情報バンク及び２戸２戸作戦の候補対象物件の掘り起こしについては、

移住の好事例などの情報提供を行い各地域の定住委員等との連携を強化して

いく。特に空き家については、協定を結んでいる宅建協会豊田支部の仲介によ

り、貸主・借主双方の契約に関する不安を取り除くことで、推進を図っていく。 

（社会部 地域支援課） 

 

 

 

 

 

 

 

・交流コーディネート事業 

（２２百万円） 

・中山間地域空き家再生事業補助金 

（１０百万円） 

・農山村等住宅取得費補助金 

（４５百万円） 

 

 

 

・中山間地域空き家再生補助金 

（１０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

③地域の活性化を図る地域住

民の移動手段である地域バス

の更なる充実と生活道路等の

整備予算を確保すること。 

 

 

 

 

 

 

 

④地域の特性を活かしたまち

づくり予算を積極的に確保す

ること。 

 

③ 

・地域バスの運行に関しては、各地区単位で組織した地域バス運営協議会によ

り、今後も地域住民が主体となって、住民の意見が反映される運行を行って

いく。 

・生活道路等の整備予算については、生活環境の向上に向けた道路拡幅や視距改

良など、緊急性や重要性を考慮した路線の予算確保に努めていく。 

（社会部 地域支援課及び関係支所、建設部 土木課） 

 

 

 

 

④ 

・地域特性を活かしたまちづくりについては、これまでも各支所を中心に取り

組んできており、今後も地域と連携して継続して取り組んでいく。 

（社会部 地域支援課及び関係支所） 

 

 

・地域バス運行委託・負担金（１５地

区）（３４９百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・藤岡地区「藤岡地域核整備事業、藤

岡支所・交流館設計事業費」（２３百

万円）・小原「四季の回廊整備費」（９

８百万円）・足助地区「森と緑の里山

づくり推進事業」（１９百万）・下山

地区「三河湖観光施設整備事業」（４

０百万円）・旭地区 地域資源を活か

した「花の里づくり事業」（８百万

円）・稲武地区「どんぐりの里整備事

業」（１２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【生活社会部会】 

 

【要望事項】 

 市民生活を支える上下水道

施設の整備促進 

 

【要望内容】 

①市民生活に重要なライフライ

ンである水道・下水道施設の耐

震化や老朽化による更新事業

予算を確保すること。 

 

 

① 

（水道事業） 

・水道管については、主要な配水場などの水道施設を結ぶ基幹管路を強化するほ

か、「災害拠点病院」などの医療機関へ優先的に耐震管を布設する。 

・布設後４０年を超えた老朽管（経年管）は、布設年数、水道管の継手等の材質

により経年管整備計画で順位付けを行い、耐震管を布設する。 

・大規模地震等に備えるため場内管路の耐震化、緊急遮断弁及びポンプ駆動用エ

ンジン設備等の整備を継続して行っていく。 

・水道施設の老朽化による更新需要に適切に対応するための予防保全対策とし

て、集中管理システム更新事業を始めとした水道施設更新事業を計画的に実施

していく。 

（上下水道局 水道維持課 水道整備課 上水運用センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（下水道事業） 

・防災・安全交付金を活用して、「下水道総合地震対策計画」に基づき、耐震補

強事業を着実に実施する。 

（上下水道局 下水道建設課） 

 

 

 

 

 

・基幹管路の耐震化事業 

県水送水管更新同調事業及び水道管

新設       (９７２百万円) 

・災害拠点病院などへの管路耐震化事

業        （２６５百万円） 

・経年管整備事業  （６２６百万円） 

・中切水源配水場場内管路耐震化事業 

  （１６０百万円） 

・緊急遮断弁制御盤更新事業 

          （１５百万円） 

・ポンプ駆動用エンジン整備事業 

（２９百万円） 

・集中管理システム更新事業 

         （２３６百万円） 

・その他水道施設更新事業 

         （４１８百万円） 

 

 

 

・桝塚１号汚水幹線ほか５路線耐震補

強事業      （４９百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

②安定した水道水供給に向けた

水道施設整備予算を確保する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③下水道未整備地区の整備促進

及び下水道管路の長寿命化を

計画に推進する予算を確保す

ること。 

② 

・安心な水道水を安定供給するために、効率的、効果的な水道施設を整備する。 

・耐用年数前の水道管でも、漏水多発地区を選定し、優先的に耐震管へ布設替え

を実施する。  

（上下水道局 水道維持課 水道整備課 地域水道課） 

 

 

 

 

 

 

③ 

・国庫補助金等を活用した計画的な下水道整備に努めるとともに、第２次下水道

整備計画区域を含め、コスト縮減策の活用による計画期間の短縮や集合処理及

び個別処理（合併処理浄化槽）による汚水処理施設の適切な役割分担の見直し

検討により、全県域汚水適正処理構想（未普及解消アクションプラン）を早期

に策定し、効率的な下水道整備を実施する。 

・また、長寿命化事業については、防災・安全交付金を活用して「下水道管路施

設長寿命化計画」及び「下水道マンホール蓋長寿命化計画」に基づき、着実に

実施する。 

（上下水道局 下水道建設課） 

 

・水道管新設事業  （３６百万円） 

・足助地区水道管延伸事業 

   （６１５百万円） 

・配水区域再編事業（１８４百万円） 

・稲武、旭及び下山簡易水道統合事業 

     （１，００２百万円） 

・水道管一般整備事業 

   （１４０百万円） 

 

 

 

・公共下水道事業管渠設計業務委託 

（１５４百万円） 

・公共下水道事業管渠築造事業 

矢作川処理区 （６１４百万円） 

境川処理区  （５２１百万円） 

・特定環境保全公共下水道事業 

管渠築造事業 （７４７百万円） 

・長寿命化計画策定業務委託 

（６０百万円） 

・長寿命化診断・実施設計業務委託 

      （４０百万円） 

・下水道管路長寿命化事業 

（３５０百万円） 

・下水道マンホール蓋長寿命化事業 

（７百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【生活社会部会】 

 

【要望事項】 

 市民の生命・財産を守る消

防・救急体制の強化・充実 

 

【要望内容】 

①救命率向上のため、高度な救急

救命処置が可能な搬送体制を

構築するとともに、緊急時に自

ら応急手当のできる市民の増

加を推進し、救急救命体制の充

実を図る予算を確保すること。 

 

 

 

 

②大規模地震や火災に備え、市民

の安全と安心のため消防施設

及び資機材の整備、充実を図る

予算を確保すること。 

 

① 

・高度な救急救命処置が可能な搬送体制を構築するため、新たに救急救命士を６

人養成し１０５人とする。そのうち、気管挿管の処置を行うことができる救急

救命士を３人育成し３０人とする。薬剤投与の処置を行うことができる救急救

命士については６人育成し１００人とする。さらに、ブドウ糖液の投与など処

置範囲の拡大にともない適切な処置を行うことができる救急救命士を育成し

ていく。 

・また、救急救命処置の維持・向上を図るため、救急救命士８７人に再教育を実

施していく。 

・緊急時に自ら応急手当のできる市民を増加させるため、ＡＥＤの取扱いを含め

た救命講習会を４４０回開催し、受講者数８，８００人を目指す。 

また、「まちかど救急ステーション標章交付制度」事業を通してＡＥＤの設置

を促進していく。 

（消防本部 警防救急課、北・中・南・足助消防署各管理課） 

 

 

② 

・消防施設の整備、充実を図るため、中山間地域の拠点施設である足助消防署に

車庫棟、救助訓練施設等を整備していく。 

・資機材の整備、充実を図るため、水槽付消防ポンプ自動車１台、高規格救急自

動車１台、連絡車１台、電動油圧救助器具、消防用ホース等を整備していく。 

（消防本部 総務課、警防救急課、北・中・南・足助消防署各管理課） 

 

 

・避難者対応のため、災害時要援護者にも配慮しながら、アルファ化米等の食料、

水、資機材等の備蓄の充実を図っていく。 

（社会部 防災対策課） 

 

 

・救急高度化推進費  （３０百万円） 

・消防機械整備費    （９百万円） 

 

 

 

 

 

 

・救急高度化推進費   （４百万円） 

・消防機械整備費    （１百万円） 

・消防活動企画運営費  （１百万円） 

 

 

 

 

 

・足助消防署建設費   （９百万円） 

・公共建築物設計費  （２８百万円） 

 

・消防車両整備費   （８３百万円） 

・救助警防活動費   （３６百万円） 

 

 

・緊急生活物資備蓄対策費 

           （２２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

生活社会部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

 

 

③地域防災力を向上させるため、

消防団の充実と連携強化を図

る予算を確保すること。 

 

 

 

③ 

・地域防災力を向上させるため、消防団詰所格納庫２か所（新築と移転）と小型

動力ポンプ付積載車８台を整備していく。 

・消防団員の安全装具等を充実させるため、豊田市消防整備基本計画（後期実施

計画）を見直し、改正後の「消防団の装備の基準」に適合した編み上げ靴を全

団員に導入していく。 

・災害時の連携強化を図るため、消防団にデジタル簡易無線機等の通信設備を整

備していく。 

（消防本部 総務課） 

 

 

 

 

 

・詰所格納庫整備費  （９１百万円） 

・消防団機械整備費  （６３百万円） 

・消防団員厚生費   （２０百万円） 

 

 

・消防団通信施設整備費（８９百万円) 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

教育次世代部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【教育次世代部会】 

 

【要望事項】 

 青少年のニート・引きこもり

対策の強化 

 

【要望内容】 

①市が平成２５年９月に実施し

た「子ども・子育て支援に関す

る市民意向調査」では、高校生

の1.9㌫、青少年（19～29歳）

の4.6㌫が「広義のひきこもり」

という結果が出された。本市で

は、現在、青少年センターにお

いて心理カウンセラーによる

「自立支援相談会」を実施して

いるが、今後、引きこもりをは

じめ、進路が決まらないまま高

校を中退する青少年等へのさ

らなる支援や実効性のある施

策を講じること。 

 

 

 

 

 

 

① 

・ニート・引きこもりなど自立に対して困難を抱える若者の支援機関として、「若者

サポートステーション」を４月から青少年センターに設置し、常設の相談窓口や、

居場所づくり、ジョブトレーニング、研修会等を行う。 

・また、本人が出向けず保護者による相談のケースや、高校を中退した生徒などへの

アプローチなど、アウトリーチ活動などの検討も進める。 

・福祉関係、教育関係など関係機関で構成する「若者支援地域協議会」を設置し、

課題の共有や連携を深め、それぞれの専門性を生かしながら、自立に対して困難を

有する若者を継続的に支援できる仕組みを構築する。 

（子ども部 次世代育成課） 

 

 

 

 

 

 

 

・子ども・若者支援対策費 

（１２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

教育次世代部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【教育次世代部会】 

 

【要望事項】 

 ICT 機器を活用した授業の展

開 

 

【要望内容】 

①電子黒板やデジタル教科書の

効果的活用を進めると同時に、

子どもたちへのタブレット型

パソコンを導入した授業の検

証を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

① 

・平成２７年度の小学校教科書改訂に伴い、小学校については４教科（国語・算

数・社会・理科）のデジタル教科書を更新する予定である。 

・旧式のプロジェクターを電子黒板機能を持つプロジェクターに更新し、デジタ

ル教科書等が更に有効に活用できるようにする。 

・更新時期にあたるコンピュータ室のデスク型コンピュータを、タブレット端末

として使用できるセパレート型ノートパソコンとするモデル校を設ける。そこ

で、授業でのタブレット型パソコンの利用を検証する。 

（学校教育部 学校教育課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校内ＬＡＮ機器整備費 

         （１２０百万円） 

・ＩＣＴ授業利活用推進事業費 

           （１百万円） 

・学校情報化推進費 

         （２５７百万円） 

・コンピュータ教室整備費 

          （９４百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

教育次世代部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【教育次世代部会】 

 

【要望事項】 

 スポーツ推進体制の環境整

備 

 

【要望内容】 

①子どもの体力向上に向けた「元

気っ子プログラム」を市内全域

で取り組むため、指導者を育成

し、市内のこども園・小学校へ

の普及促進と地域での教室拡

大を図ること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生涯スポーツのまちを実現す

るため、成人のスポーツ実施率

の向上と高齢者のスポーツ習

慣形成のため取組を推進する

こと。 

 

 

 

① 

・豊田市の子どもたちを元気にたくましく育てることを目指して、平成２５年度

から「元気っ子プログラム」を展開するため、こども園・幼稚園、地域スポー

ツクラブ、スポーツ推進委員でコーディネーショントレーニングを実施した。 

・また、啓発用冊子を作成し教員や、園児、児童生徒の保護者に配布した。 

・さらに、オリジナルダンス体操とダンスを作成し、こども園や小中学校等で活

用している。 

・平成２７年度は、より一層プログラムを推進するため、指導者研修会や普及活

動を継続的に実施するとともに、関連部署とさらなる連携を図り、学校、家庭、

地域が一体となった子どもたちの体力向上に取り組んでいく。 

（教育行政部 スポーツ課） 

 

・「体力向上１校１実践」を全校で展開し、取組の中心として「元気っ子プログ

ラム」の啓発に努める。 

・体力向上を特色ある教育活動の重点として取り組む学校には、チャレンジ＆ド

リーム校推進事業で、特別に予算加配を行う。 

（学校教育部 学校教育課） 

 

 

 

② 

・成人や高齢者を対象とした教室事業を引き続き実施するほか、スポーツ実施の

きっかけづくりとして、市民が気軽に体力測定を実施できる仕組みづくりなど

に取り組む。 

（教育行政部 スポーツ課） 

 

 

 

 

・子どもの体力向上推進費 

（１百万円） 

 

【参考事項】 

・本事業のほか関連として「夢の教室

事業」の取組を実施している 

 

 

 

 

 

・チャレンジ＆ドリーム校推進事業 

          （４４百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

・スポーツによる地域活性化推進費 

（３百万円） 

 

・生涯スポーツ推進費委託 

（２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

教育次世代部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

③地域スポーツの一層の推進

を図るため、地域スポーツク

ラブの自立化や育成を支援

するとともに、企業・大学・

体育協会と連携した事業展

開を進めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④東京オリンピック・パラリ

ンピックに向けて、市民のス

ポーツ活動の推進と子ども

たちの競技力向上を図るこ

と。 

③ 

・平成２４年度にクラブの自立化や活動促進を図るため、運営費補助金から多目

的な教室の展開や指導者確保につながる事業費補助金に見直した。 

・また、「認定クラブマネジャー養成講座」や「指導者養成講座」を開催し、人

材育成を図るとともに、クラブの経営力向上と法人格取得を促進するため、コ

ンサルタントによる経営診断を実施し、クラブの状況に応じたアドバイスやサ

ポートを行っている。 

・平成２７年度は、事業費補助金の活用促進のための制度見直しをするとともに、

各種講座の開催などによる人材育成、各クラブのコンサルティングを継続して

実施する。 

・また、企業、大学、体育協会と連携して実施している教室事業に、各スポーツ

クラブが連携して参画できる仕組みづくりを検討する。 

（教育行政部 スポーツ課） 

 

 

④ 

・東京オリンピック・パラリンピックをスポーツへの関心の高まりの絶好の機

会と捉え、スポーツ人口の裾野の拡大や競技力の向上を図るため、スポーツ

講演会や豊田マラソン大会などの市民参加型のイベントを継続して実施す

る。 

・また、子どもたちの競技力向上を図るために、中京大学と連携した学生の部

活動への派遣や指導者の育成を図っていく。 

・さらに、トップアスリートらが夢を持つことの大切さを伝える授業「夢の教

室」を実施し、東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた児童の意識

向上を図る。 

（教育行政部 スポーツ課） 

 

・地域スポーツクラブ育成支援事務費 

（１百万円） 

 

・地域スポーツクラブ活動費補助金 

（６百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生涯スポーツ推進費負担金 

（２７百万円） 

             

 

・みる・きくスポーツ開催費 

（６百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

教育次世代部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

 

⑤地域住民のスポーツ振興、健

康増進を図るため、先送りと

なっている地域体育館、また

手狭になっている運動場・

グランドの拡張や施設利用

者の駐車場拡張など必要な

施設におけるハード面での

環境整備を行うこと。 

 

 

⑤ 

・（仮称）梅坪台運動広場の用地取得を実施し、取得でき次第工事に着手する予

定である。 

・地域体育館などの施設の新規・拡張整備については、財政状況等もあり、早期

実現は難しいと考えている。今後の財政状況、「公共建築物の整備及び維持管

理に関する方針」等を踏まえ、市全体の事業の優先順位を整理する中で検討し

ていく。 

（教育行政部 スポーツ課） 

 

 

 

・(仮)梅坪台運動広場施設整備費 

※開発公社対応 

（１，９４９百万円） 

 

 



 24 

 

 
豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

環境福祉部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【環境福祉部会】 

 

【要望事項】 

 ラムサール条約登録湿地の

保全と市民意識の向上に向

けた取組 

 

【要望内容】 

①湿地の保全については、専門的

な調査研究を行うなど、科学的

データに基づいた保全・管理方

法に努めること 

 

 

 

 

 

 

 

 

②共働の視点に基づき、案内ボラ

ンティアの育成など市民意識

の向上につとめること 

 

 

 

 

 

 

 

① 

・平成２６年度に専門業者に委託し、湿地基礎調査を実施した。この調査は、ラ

ムサール条約湿地登録継続に必要な情報票の更新のために必要な３年ごとの

調査であるため、次回は平成２９年度に実施を予定している。 

・今後は、当該調査データに基づき、豊田市自然観察の森の指定管理者である日

本野鳥の会、豊田市自然愛護協会など、専門的な知見を有する団体と連携し、

環境変化等を監視するため、定期的な巡回を実施する。 

・また、地元保全団体が実施する保全活動の際には専門的な立場から助言を行う

など、科学的データに基づいた保全・管理に努めていく。 

（環境部 環境政策課） 

 

 

② 

・ラムサール条約登録湿地については、豊田市自然観察の森を拠点として、豊田

市自然観察の森で活動する市民ボランティアや、矢並湿地保存会をはじめとし

た地元保存団体と共働して、案内人の育成を推進する。 

・また、豊田市自然観察の森による定期的な観察会や湿地を活用した環境学習を

推進するなど、湿地の賢明な利用を推進し、市民意識の向上に努める。 

（環境部 環境政策課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・湿地保全促進費    （８百万円） 

・自然保護管理費    （４百万円） 

・自然観察の森施設整備費（２百万円） 

・自然観察の森管理運営費 

（１０８百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

・湿地保全促進費    （８百万円） 

・自然観察の森施設整備費（２百万円） 

・自然観察の森管理運営費 

（１０８百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

環境福祉部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【環境福祉部会】 

 

【要望事項】 

 認知症高齢者対策の充実 

 

【要望内容】 

①団塊世代の高齢化に伴い、認知

症高齢者の増加が予想される。

予防対策、地域での支援体制

（寄り添いのまちづくり）を充

実させること 

 

 

 

 

 

① 

・認知症予防の対策として、早期にもの忘れの傾向を認識し、把握するために、

以下の２つを実施している。 

・１つ目は、広く市民に配布するパンフレット「これってもの忘れ？」のチェッ

クリストにより、本人や家族の気づきを促し、医療機関や地域包括支援センタ

ーなどの相談窓口を紹介し、専門機関に早期につながるよう案内している。 

・２つ目は介護認定を受けていない６５歳以上の高齢者に対して実施している

「いきいき健康チェック表」で、この結果を受けて地域包括支援センター職員

が自宅を訪問し、本人の状態を確認し、医療機関への受診の促しや介護予防教

室の勧奨など、状況に応じた支援を実施している。 

・地域での支援体制については、認知症の人やその家族の見守り役である「認知

症サポーター養成」を幅広い年代層に積極的に展開するほか、既に実施してい

る「かえるメールとよた」や「ささえあいネット（高齢者見守りほっとライン）」

等の取組の充実を図っていく。 

・また、医療、福祉、介護の関係者が参加し、関係機関相互の連携強化や資質向

上を図るための「認知症ブロック研修会」を市内５つのブロック単位で開催し、

専門職の連携による支援体制を推進する。 

・さらに、認知症の早期診断・早期対応による事前的な対応を進め、地域全体で

認知症の人とその家族を支援するため、認知症ケアパスの作成・普及や認知症

地域支援推進員の設置などの取組を進めていく。 

（市民福祉部 地域福祉課） 

 

 

 

 

 

 

 

・認知症予防対策費  （４百万円） 

・徘徊高齢者家族支援費（１百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

環境福祉部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【環境福祉部会】 

 

【要望事項】 

 感染症から市民を守るため

の対策強化 

 

【要望内容】 

①任意の予防接種について、本市

の健康危機を防ぐために効果

があるものを検討し、費用助成

の対象に加えること 

 

① 

・任意の予防接種のうち、「風しん、麻しん、高齢者の肺炎球菌、おたふくかぜ、

Ｂ型肝炎、ロタウイルス」の疾病の予防に対して、ワクチン接種の費用助成を

実施する。具体的には以下のとおりである。 

・風しんや麻しんについては、過去の国の施策の影響等で、定期の予防接種の対

象者から外れた世代が残っている。風しんや麻しんは、感染力が強く、一度、

集団生活の場で患者が発生すると、免疫のない者や低下している者へ感染が広

がる恐れがある。それを防ぐためには、今後も地域全体の麻しんや風しんに対

する免疫力を維持・向上させる対策が必要であり、来年度においては、現在行

っている麻しん・風しんワクチン接種に対する助成の対象者を拡大して実施す

る。 

・高齢者の肺炎球菌（高齢者用肺炎球菌ワクチン接種）については、定期接種開

始後、当初懸念されたような医療機関での混乱やワクチン不足はなく、円滑に

行われている。対象者全てに確実に接種することを目指し、接種勧奨をしてい

るが、１０月からの開始であったため、今年度の対象者においては、定期接種

として予防接種をうけられる期間が短く、接種率が伸び悩む可能性がある。ま

た、５年の経過措置の対象年度まで待つことになる高齢者からは、その間の罹

患の不安について、たくさんの声が寄せられている。この現状を踏まえ、次年

度以降、接種期間の延長や前倒しによる接種機会の拡充策として、費用助成を

実施する。 

・おたふくかぜ、Ｂ型肝炎、ロタウイルスの病気に対するワクチン接種について

は、今年度、費用助成について２つの会議（豊田市保健事業推進専門家会議、

豊田市地域保健審議会）で専門家等からの意見を聴取した。いずれの会議でも

費用助成については「できることなら市の施策として進めた方が良い」との意

見が出された。これを踏まえ、３つのワクチンの費用助成を実施していく。 

（健康部 感染症予防課） 

 

 

・任意予防接種費 （２２３百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【産業建設部会】 

 

【要望事項】 

 ラグビーワールドカップ

2019 開催に向けた外国人観

光客等へのおもてなし環境

の整備 

 

【要望内容】 

①中心市街地や交通結接点にお

ける案内等のユニバーサルデ

ザイン化を図ること。 

 

 

 

 

②市内観光拠点に多言語案内（公

衆無線 LAN、スマホ向け観光

情報アプリ、多言語パンフレッ

ト等）を設置すること。 

 

 

① 

・中心市街地の案内等は、これまで平成２１年１１月に作成した「外国人への情

報提供に係る多言語化等の方針」に基づき、多言語化とピクトグラム（図記号）

の利用を基本に整備してきた。 

・平成２７年１月の環境先進国際会議では外国人参加者のために、まちなかのサ

イン看板の補修を行っている。 

・平成３１年のラグビーワールドカップ開催に向けて、今後増加する外国人来訪

客に対応するために、サインの多言語化とユニバーサルデザイン化は必要であ

ると考えている。 

・平成２７年度は、外国人市民会議において意見を聞きながら、外国人から見た

中心市街地と交通結節点におけるサインの多言語化等、ユニバーサルデザイン

の現状と課題を整理していく。 

（企画政策部 国際課） 

 

② 

・現在、豊田市観光協会ホームページで、観光情報を６か国語で提供しており、

また、ポータルサイト「みちナビとよた」の英語版で公共交通の経路案内を提

供している。 

・公衆無線ＬＡＮについては、本市の玄関口である豊田市駅周辺においては、民

間事業者が提供している公衆無線ＬＡＮサービスの活用を検討する。その他の

観光拠点については、豊田市美術館などにおいて、平成２７年度中に公衆無線

ＬＡＮの設置を検討している。また、現在配布している多言語パンフレット（５

か国語）を次年度から順次リニューアルしていき、ホテルや観光拠点に設置し

ていく予定である。 

（企画政策部 企画課、産業部 商業観光課） 

 

 

 

 

・外国人市民会議開催費 （１百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・豊田市観光協会補助金（４５百万円） 

 

・総合計画事業調整費  （３百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

③民間施設等の無線 WiFi 導入

に対する助成制度の創設を

推進すること。 

 

 

 

 

 

 

④庁内関係部局と連携を図り、

総合的な環境の整備を推進

すること。 

③ 

・公衆無線ＬＡＮの利用環境の向上には、面的な整備が重要で、そのためには、

官民の参加により取組・整備を進める必要がある。また、民間事業者等の参入

には運用時の採算性が障壁になることもあり、事業者等に対し、どのような参

加の形を求めるのか、どのように働きかけていくのかについては、近年の技術

的進展の動向等を引き続き注視しながら、必要性や効果について検討する。 

（企画政策部 企画課） 

 

 

④ 

・庁内関係部局と連携を図り、総合的な環境の整備を推進する。 

・ラグビーワールドカップ２０１９の立候補にあたっても、庁内の関係部局と連携を

図り、プロジェクトを組み、計画策定、招致活動を行ってきた。 

・国内開催都市に決定した後は、開催に向けた準備、ラグビーワールドカップ 

 ２０１９を活かした都市国際化等のまちづくりに向けて、全庁的な体制を組み

推進する。 

（経営戦略室） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【産業建設部会】 

 

【要望事項】 

 安全で快適な市民生活を営

むため幹線道路ネットワー

クの構築 

 

【要望内容】 

①産業拠点の拡大や住宅開発な

ど新たな市街地の誘導を促進

するため、既存高速道路や幹線

道路等ネットワークを有効的

に活用し、環境を配慮した上で

渋滞対策、事故対策など安全で

快適な道路環境の整備促進を

図ること。 

 

 

 

②新東名高速道路の豊田東 JCT

～浜松いなさ JCT の開通に伴

い、さらなる利便性の高い高速

道路、幹線道路の有機的なネッ

トワークの構築を図るために

アクセス道路の整備検討を行

うこと。 

 

① 

・環境にやさしく活力ある都市として、今後も持続的に発展するために広域的な

交流の活性化や産業・物流機能の強化、近隣都市との連携に寄与する、環状・

放射道路を中心とした利便性の高い道路ネットワークの構築を図っている。中

でも、都市の骨格を形成する幹線道路は、渋滞対策や事故削減に寄与する外環

状を担う豊田南バイパス、豊田北バイパスの早期整備に向け、国と連携し積極

的に事業促進に努めている。 

・また、内環状を担う高橋細谷線は、市事業として事業促進に努めている。放射

道路等の幹線道路整備としては、国道３０１号・国道４１９号・豊田則定線整

備を県と連携し、事業促進を図ると共に、豊田刈谷線（本田西岡工区）や豊田

北バイパスに接続する浄水駅北通り線等幹線道路の整備を図っていく。 

（建設部 建設企画課、幹線道路推進課、街路課） 

 

 

 

 

 

② 

・新東名高速道路開通により、定時制の確保や移動時間の短縮、ものづくり産業にお

ける物流コストの縮減が期待される中、既存高速道路ネットワークを有効に活用す

るため、現東名高速道路の上郷SAにおいてスマートインターチェンジ設置事業

を行っている。 

・今後も、新東名高速道路開通を踏まえ、高速道路へアクセスする道路等の整備

検討を進めていく。 

（建設部 建設企画課、幹線道路推進課） 

 

 

 

・豊田南バイパス関連市道整備費 

（５４３百万円・基金対応含む） 

・豊田北バイパス関連市道整備費 

（９９８百万円・基金対応含む） 

・国道３０１号関連市道事業費  

（１１１百万円・基金対応含む） 

・国道４１９号関連市道事業費  

（６０百万円・基金対応含む） 

（幹線道路推進課） 

・浄水駅北通り線整備費 

  （６０１百万円・基金対応含む） 

・高橋細谷線整備費 

（１，１１７百万円） 

（基金・公社対応含む） 

・豊田刈谷線整備費（１２百万円） 

（街路課） 

 

 

・上郷スマートインターチェンジ 

整備費 

（１,０９７百万円・公社対応含む） 

（幹線道路推進課） 

 

 

 



 30 

豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【産業建設部会】 

 

【要望事項】 

 自然災害に強いまちづくり

事業の推進 

 

【要望内容】 

①地震災害・風水害・雪害等など

から市民の生命・財産を守り、

安心して暮らせる災害に強い

まちづくりを推進するため、道

路・河川・公園・ため池等と公

共建築物の耐震化の促進及び、

公共物の長寿命化計画に基づ

く適正な維持管理を図ること。 

 

① 

・道路橋りょうの耐震化については、国の交付金を活用し耐震補強工事を実施し

ており、今後も引き続き計画的に耐震対策事業を実施していく。 

・また、道路施設の老朽化対策についても、国の交付金を活用し点検を実施して

おり、今後も引き続き国の交付金を活用し、予防保全を観点に修繕計画を策定、

老朽化対策を実施していく。 

（建設部 道路予防保全課、道路維持課、地域建設課） 

 

 

 

 

 
・調整池及び樋門の耐震化は完了している。 

・雨水管渠については、平成２６年度に進めている現地調査等を踏まえ長寿命化計画

を策定し、順次雨水管渠の長寿命化を推進し、適正な維持管理を図っていく。 

・老朽化した中部第１ポンプ場は耐震機能を有しておらず廃止するため、中部第

１ポンプ場の能力を第３ポンプ場に移設することで更新と同時に耐震対策を

行い、平成３０年度の完了を目指し進めていく。 

・公共下水道雨水管路については、平成２５年度に緊急輸送道路や避難経路等に

埋設された重要な路線の調査を終え、耐震補強が必要である梅坪１号雨水幹線

について平成２６年度の実施設計に基づき平成２７年度より耐震補強工事を

進めていく。 

（建設部 河川課） 

 

・公共建築物の長寿命化を図るため、平成１８年度に公共建築物延命化実行計画

を策定し、計画的な修繕を実施してきた。今後も建築物の劣化状況などを考慮

しながら実行計画に基づき計画的に修繕を実施し、公共建築物を安全・安心な

状態に保持するように努める。 

（税務財産部 財産管理課） 

 

（次ページへ続く） 

 

・橋りょう耐震対策費（６４６百万円） 

（道路予防保全課） 

・路面舗装修繕事業費（委託費）  

（２５百万円） 

（道路維持課） 

（２４百万円） 

（地域建設課） 

・橋りょう修繕費  （２９百万円） 

・橋りょう長寿命化修繕費 

（３４０百万円） 

（道路予防保全課） 

・雨水管渠長寿命化事業計画策定 

委託費      （８百万円） 

 

・中部第３ポンプ場増設工事 

         （３４０百万円） 

 

・梅坪１号雨水幹線耐震補強工事 

         （１６２百万円） 

 

 

 

 

・公共建築物延命化推進費 

（１，８１５百万円） 

 

＊本事業費は東山住宅をはじめとする

各施設の整備費等に計上 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東日本大震災以降、農業用施設の耐震性についても注目されており、ため池・

幹線水路等の耐震点検を県営事業にて平成２５年度から実施している。平成 

２７年度は、継続する４池と新規で４池のため池を県営事業として整備する。 

・矢作川総合第二期地区として、明治用水及び北部幹線水路の耐震化対策を国営

事業にて平成２６年度から実施している。 

（産業部 農地整備課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・公園施設については、「公園施設長寿命化計画」に基づき、計画的な修繕・更新を

行っている。平成２７年度からは新たに公園樹木の計画的な剪定や伐採等も行うこ

とにより、引き続き安心して公園を利用できるよう、適正な維持管理を実施してい

く。 

（都市整備部 公園課） 

 

（次ページへ続く） 

・防災ダム事業 

  万精池地区、鞍ヶ池地区 

寺部池地区、割目池地区 

（負担金１３百万円 継続） 

西中山大池地区 

（負担金１百万円 新規） 

・老朽ため池整備事業 

西中山地区 

（負担金２百万円 新規） 

・緊急農地防災事業 

  綾渡池地区、ヒヤケ池地区 

（負担金４百万円 新規） 

・土地改良施設耐震対策事業 

豊田加茂４期地区（枝下用水） 

(負担なし 継続) 

豊田加茂５期地区（ため池） 

(負担なし 継続) 

・国営総合農地防災事業 矢作川総合

第二期地区（明治用水及び北部幹線

の耐震対策） 

  事業実施（平成２６～４１年度） 

・矢作川総合第二期地区支援事業費 

   （１百万円 新規） 

 

・公園施設長寿命化修繕費 

         （１０百万円） 

・公園樹木管理費  （５７百万円） 

・地域広場修繕費（内、遊具更新費） 

         （８２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②中山間地域等における急傾斜

地・土砂災害警戒区域指定地域に

おいて安全・安心して定住できる

新たな対策を検討すること。 

 

・非構造部材の耐震化対策については、天井の基準等に従い適切に対応している。

新たに定義された特定天井については、基準が示されたものから、天井の耐震

化を実施する。 

（都市整備部 建築住宅課） 

 

 

 

 

② 

・土砂災害特別警戒区域等での支援制度の創設については、国・県への要望を行

っている。また国の動向や、他市町村の取組について引き続き調査を行ってい

く。 

                         （建設部 土木管理課） 

 

 

 

・非構造部材耐震対策事業費 

工事費（１４７百万円） 

委託費  （２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【産業建設部会】 

 

【要望事項】 

 ものづくり中小企業への支

援強化 

 

【要望内容】 

①将来の豊田市を経済・雇用面か

ら支える産業を見据えて、次世

代に向けて取り組む中小企業

の挑戦を強力に支援すること

が重要であり、新規事業への融

資等支援策を検討すること。 

 

 

 

②中小企業支援機関や金融機関

等との連携による技術・経営相

談体制の強化や中小企業人材

育成補助制度の効果的な運用

等により、とよたイノベーショ

ンセンター事業の拡充を図る

こと。 

 

 

 

 

① 

・中小企業の新製品や新技術の開発に必要な経費を補助し、競争力の強化を図る

とともに、補助金に係る事務手続を簡素化し、利便性の向上を図る。あわせて

国や県等の施策の紹介や活用を支援し、中小企業の新事業展開の促進を図って

いく。 

・新たな事業活動の具現化を目指し、とよた環境ビジネス研究会において企業 

グループによる試作開発などの部会活動を支援していく。 

（産業部 ものづくり産業振興課） 

 

 

 

② 

・とよたイノベーションセンターの技術・経営相談体制の強化を図るため、知の

拠点を始めとする産業支援機関、大学、市内金融機関等との連携を深めるとと

もに、幅広い相談対応ができるようコーディネーターの増員及び登録アドバイ

ザーの充実を図っていく。 

・中小企業人材育成事業補助制度において、補助対象事業を社外研修のみならず

社内に講師を招いて行う研修まで拡大することにより、制度の活用促進を図っ

ていく。 

・とよたイノベーションセンターの人材育成プログラムである「製造技術者育成

プログラム」の拡充を図り、中小企業の人材育成を支援していく。 

（産業部 ものづくり産業振興課） 

 

 

 

 

 

 

・新製品・新技術等開発補助金 

（１２百万円） 

 

 

・ものづくり推進費（うち新事業展開

支援事業）      （５百万円） 

 

 

 

 

 

・ものづくり推進費（うちとよたイノ

ベーションセンター運営事業） 

（２４百万円） 

 

・中小企業人材育成事業費補助金 

            （６百万円） 

 

・ものづくり推進費（うちものづくり

人材育成支援事業） （１４百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【産業建設部会】 

 

【要望事項】 

 史跡を中心とした観光振興

の推進 

 

【要望内容】 

①松平氏遺跡をはじめとした、市

内の史跡を生かし、観光振興に

活用できるよう観光協会等と

連携し、観光客の増加に向けた

取組の推進を図ること。 

 

 

 

 

 

 

① 
・市内史跡の活用については、観光協会等と検討をしていく。また、平成２７年

度は、徳川家康公没後４００年であり、徳川家康公４００年祭記念大会事業を

支援していく。 

（産業部 商業観光課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・松平郷観光誘客推進費 

（４３百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「平成２７年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

 

産業建設部会                                

 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(平成２７年度当初予算) 

その他参考事項 

部会要望【産業建設部会】 

 

【要望事項】 

 豊田市運動公園への交通の

利便性の向上 

 

【要望内容】 

①市内有数の運動施設である豊

田市運動公園への交通の利便

性を向上させ、利用者への負担

軽減と利用の増加のため、名古

屋鉄道の延伸とパークアンド

ライド用駐車場の整備の推進

を図ること。 

 

 

 

 

 

 

① 

・豊田市運動公園の新たな利用策や地域のまちづくり、費用対効果、利用者の

確保等を踏まえ、地域や名古屋鉄道（株）の理解と協力を得ながら、今後も

継続して検討していく。 

（都市整備部 交通政策課、教育行政部 スポーツ課） 

 

 


